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SIP技術 既存施設の最大活用と複数ダムの
連携操作で治水効果を向上
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治水協力により
洪水調節

氾濫域最小化

台風接近とともに雨量予測精度は向上、これに合わせて事前放流操作を逐次最適化

5日前（誤差40%） 3日前（誤差20%） 2日前（誤差10%）8日前（誤差大） 対象流域の
アンサンブル降雨予測

予測精度
の幅

現状

SIP

多事前放流できない
（できても半日程度）

洪水調節

数日前からの
事前放流が可能

■アンサンブル降雨予測と事前放流の実装イメージ

異常洪水時
防災操作
移行

異常洪水時
防災操作
回避

利水リスクの回避と効率的な水力発電を両立
• アンサンブル降雨予測を用いることで、最低限これだけは降るという雨量で事前放流
• 15日間の予測を活用することでゆっくりと発電可能な流量で放流

■ダム群連携の防災操作イメージ
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事前放流治水容量を増大
して洪水調節

洪水調節
できない

単独で
洪水調節

最大放流量減少水力発電利用も可能

ダムからの放流量

※事前放流により、斜線部分が洪水調節容量増となる

事前放流操作の逐次最適化と連携操作で、ダムを最大活用


